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●

●

国葬強行で支持率が急落し歴史に刻まれた。 桜を見る会で詐

欺師にも頭を下げた元総理を持ち上げた国葬。 戦後 77 年。

「あの刻」見た地獄がロシアによって再現されそうな恐怖。（周)

来月例会案内

安
倍
国
葬
負
の
歴
史
が
刻
ま
れ
る  
白�

眞�

弓

詐
欺
師
に
も
頭
を
下
げ
て
票
集
め   

寺
内
撤
乗

ヒ
ロ
シ
マ
の
あ
の
日
あ
の
刻
見
た
地
獄　
岩
佐
ダ
ン
吉

皆んなで選んだ

 今月の秀句 �
和
�
川
柳
社 

９９
月
会
報 

No
�
�
�

９９

８月の例会も誌上です。
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�
�
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ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
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イ
ト
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よ
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ロ
シ
ア
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に
し
て
九
条
を
送
り
た
い
（
中
川
晴
海
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今
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の
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９
月
の

 
川
柳
互
選

◆ 

課
題
吟

� 

刻 

�(

互
選)

一
人 

３
句
以
内
吐

　
　
（
投
句
13
人
／
16
人
の
互
選
）

２　

刻
は
今
テ
ト
リ
ス
崩
す
チ
�
ン
ス
か
な　
　
　

一
角

２　

羊
さ
ん
刻
を
過
ぎ
た
ら
忘
れ
て
ね　
　
　
　
　

高
坊

２　

ひ
と
と
き
が
崩
れ
る
日
本
の
国
葬
問
題　
　

ふ
さ
子

２　

生
活
に
経
済
制
裁
苛
刻
で
す　
　
　
　
　
　
　

宏
助

３　

あ
れ
や
こ
れ
刻
が
経
�
て
も
追
及
し　
　
　
　

高
坊

３　

刻
々
と
デ
フ
�
ル
ト
迫
る
円
国
債　
　
　
　
　

撤
乗

３　

寸
刻
を
争
い
逃
げ
る
ロ
シ
ア
人　
　
　
　
　
　

撤
乗

４　

万
の
も
の
滅
び
に
向
か
い
刻
�
き
ざ
�

ん
で
く 

白
眞
弓

４　

寸
刻
を
惜
し
み
川
柳
学
ぶ
べ
し　
　
　
　
　
　
　

尉

４　

閉
め
る
刻
忘
れ
て
し
ま
う
俺
も
歳　
　
　
　
　

一
角

５　

刻
限
に
川
柳
ひ
ね
る
怠
け
者　
　
　
　
　
　

未
知
子

６　

ニ
�
�
ス
映
像
で
酷
な
記
憶
が
刻
ま
れ
る　
　

撤
乗

６　

勝
共
の
刻
印
に
た
だ
そ
れ
だ
け
に　
　
　
　

ダ
ン
吉

７　

刻
々
と
ロ
シ
ア
の
終
り
見
え
隠
れ　
　
　
　

立
東
爺

７　

遅
刻
し
て
迎
え
の
孫
に
怒
ら
れ
て　
　
　
　
　

高
坊

７　

ひ
ま
わ
り
の
迷
路
深
刻
抜
け
ら
れ
ぬ　
　
　
　

宏
助

７　

刻
刻
と
公
民
の
凋
落
目
に
み
え
る　
　
　
　
　

一
角

８　

あ
り
が
と
う
あ
の
一
声
は
刻
み
た
い　
　
　

ダ
ン
吉

８　

残
百
秒 

終
末
時
計
が
刻
む
音　
　
　
　
　

 

立
東
爺

８　

生
涯
の
苦
労
を
刻
む
額
の
皺　
　
　
　
　
　
　
　

尉

８　

被
曝
地
の
刻
印
と
れ
ぬ
牛
や
豚　
　
　
　
　

亀
公
子

８　

プ
�
チ
ン
を
丑
の
刻
詣
で
鎮
め
た
い　
　
　
　

宏
助

９　

一
刻
も
早
く
銃
声
止
む
夜
に　
　
　
　
　
　

亀
公
子

９　

戦
争
を
歴
史
に
刻
む
人
類
史　
　
　
　
　
　
　

尊
柳

９　

骨
も
肉
も
切
り
刻
ま
れ
て
非
国
民　
　
　
　

亀
公
子

９　

そ
の
刻
�
と
き
�

は
岸
田
の
地
位
も
消
え
る
と
き　

白
眞
弓

10　

鶴
彬
戦
争
反
対
刻
限
ま
で　
　
　
　
　

 　

未
知
子

)
◆
点
の
付
け
方

　

推
薦
句
◎
：
２
点
、
準
推
薦
句
○
：
１
点

　

◎
３
句
以
内
。
○
全
体
の
半
数
以
内
。

１

　
１１

　
１１２

　
１１１１１２１
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11　

歴
史
的
文
化
遺
産
へ
刻
む
句
碑　
　
　
　
　
　

尊
柳

11　

刻
々
と
迫
り
来
る
老
い
二
人
旅　
　
　
　
　

未
知
子

13　　　　　　　

刻
々
と
危
険
水
位
に
迫
る
国　
　
　
　
　
　
　
　

尉

13　　

時
々
刻
々
地
球
が
沈
む
温
暖
化　
　
　
　
　
　

尊
柳

14　　　

子
ど
も
ら
に
刻
ま
れ
て
い
く
戦
争
絵　
　
　

立
東
爺

16　

安
倍
国
葬
負
の
歴
史
が
刻
ま
れ
る　
　
　
　

白
眞
弓

19　

ヒ
ロ
シ
マ
の
あ
の
日
あ
の
刻
見
た
地
獄　

 

ダ
ン
吉

◆ 

自
由
吟�

(

互
選
�

一
人 

５
句
以
内
吐

　
（
投
句
13
人
／
16
人
の
互
選
）

◆ 

点
数
表
記
に
つ
い
て

　

点
数
右
下
の
小
さ
い
数
字
は
�
２
点
句
◎
に
推

　

し
た
方
の
数
で
す
�

　
　

首
相
の
座
禅
譲
し
た
奴
出
席
と　
　
　
　
　

白
眞
弓

１　

弔
問
に
き
た
だ
け
な
の
に
外
交
か　
　
　
　
　
　

尉

１　

国
葬
反
対
五
〇
％
を
超
え
て
い
る　
　
　
　
　

尊
柳

１　

安
穏
が
あ
�
て
平
和
の
続
く
日
本　
　
　
　

ふ
さ
子

１　

免
疫
力
上
げ
て
ワ
ク
チ
ン
打
つ
こ
と
な
し　
　

高
坊

１　

国
葬
に
安
倍
さ
ん
き
�
と
恥
ず
か
し
い　
　

ダ
ン
吉

　
１２２３５６

　　　　　
１

２　

エ
セ
宗
教
に
か
き
回
さ
れ
て
い
る
の
は
自
民
だ
け
？　

ふ
さ
子

２　

値
上
げ
で
す
イ
ン
フ
レ
さ
え
も
い
わ
な
い
が　

一
角

２　

辛
み
な
き
一
味
七
味
は
有
り
得
な
い　
　
　
　
　

尉

２　

北
海
道
空
の
広
さ
に
救
わ
れ
る　
　
　
　
　

未
知
子

２　

子
の
刻
の
コ
ン
ビ
ニ
で
買
う
に
ぎ
り
飯　
　
　
　

尉

３　

国
陪
に
治
安
維
持
法
説
明
し　
　
　
　
　
　
　

一
角

３　

安
倍
国
葬
世
界
に
示
せ
不
人
気
を　
　
　
　

白
眞
弓

３　

す
�
ぽ
ん
の
如
く
市
政
を
追
及
し　
　
　
　
　

高
坊

３　

統
一
教
会
と
自
民
の
癒
着
目
に
余
る　
　
　
　

尊
柳

３　

持
�
て
く
る
金
は
な
ん
で
も
受
け
取
る
国
会
人 

ふ
さ
子

４　

国
葬
は
不
要
私
は
言
う
て
お
く　
　
　
　
　

ダ
ン
吉

４　

狂
犬
の
毒
牙
に
か
か
る
下
層
民　
　
　
　
　

亀
公
子

４　

街
宣
で
言
う
事
沢
山
ね
と
励
ま
さ
れ　
　
　

北
の
山
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４　

角
川
の
主
は
金
受
け
取
�
て
い
て
す
ま
し
顔 

ふ
さ
子

４　

安
倍
国
葬
民
の
怒
り
も
物
と
も
せ
ず　
　
　

未
知
子

４　

国
葬
を
日
川
協
に
吐
い
て
見
せ　
　
　
　
　
　

一
角

４　

宗
教
と
誠
意
は
別
と
都
合
よ
い
思
想　
　
　

ふ
さ
子

５　

国
葬
を
政
権
維
持
に
利
用
す
る　
　
　
　
　
　

尊
柳

５　

戦
争
は
言
論
封
じ
三
猿(

み
さ
る)

に
し　
　
　

宏
助

５　

質
問
に
棒
読
み
答
弁
私
流　
　
　
　
　
　
　

北
の
山

５　

統
一
教
会
の
広
告
塔
へ
元
首
相　
　
　
　
　
　

尊
柳

５　

値
上
げ
せ
ず
中
身
が
細
る
物
価
高　
　
　
　
　

宏
助

５　

ロ
シ
ア
発
世
界
の
秩
序
揺
ら
ぎ
だ
す　
　
　

未
知
子

５　

朝
日
川
柳
へ
国
葬
諷
刺
の
先
駆
性　
　
　
　
　

尊
柳

５　

戦
争
は
不
治
の
病
か
文
殊
様　
　
　
　
　
　

亀
公
子

６　

回
り
道
ほ
ん
と
の
友
と
巡
り
合
う　
　
　
　

ダ
ン
吉

６　

好
き
に
し
ろ
カ
�
ナ
ビ
に
匙
投
げ
ら
れ
る　

ダ
ン
吉

６　

マ
イ
ノ
リ
テ
�
認
め
ぬ
カ
ル
ト
の
皮
算
用　
　

高
坊

６　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
ガ
ス
止
め
ら
れ
て
寒
か
ろ
う　
　

一
角

６　

自
衛
隊
大
砲
出
番
安
倍
国
葬　
　
　
　
　
　

白
眞
弓

７　

カ
�
ナ
ビ
が
自
分
の
道
を
行
き
な
さ
い　
　

ダ
ン
吉

７　

神
よ
り
も
安
倍
頼
も
し
き
カ
ル
ト
教　
　
　
　

撤
乗

７　

日
本
の
満
州
そ
の
ま
ま
ウ
ク
ラ
イ
ナ　
　
　

立
東
爺

７　

今
の
世
を
子
等
に
残
す
な
残
酷
だ　
　
　
　

未
知
子

７　

協
会
に
食
わ
せ
て
食
わ
れ
日
本
捨
て　
　
　
　

一
角

８　

開
発
の
波
が
消
し
去
る
蟲
の
声　
　
　
　
　

亀
公
子

８　

良
民
を
死
に
追
い
込
ん
で
何
が
国
葬　
　
　

北
の
山

９　

国
葬
の
手
本
を
見
せ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス　
　
　
　

宏
助

９　

救
い
求
め
詐
欺
師
に
献
金
す
る
貧
者　
　
　
　

撤
乗

９　

青
春
歌
ロ
シ
ア
民
謡
歌
え
な
い　
　
　
　
　

立
東
爺

９　

わ
が
弾
は
ま
だ
血
を
見
な
い
紙
礫　
　
　
　

亀
公
子

10　

反
戦
を
唱
え
て
肉
の
盾
に
さ
れ　
　
　
　
　

撤
乗

10　

組
織
票
裏
に
カ
ル
ト
の
思
い
あ
り　
　
　

 

　

高
坊

11　

岸
田
総
理
何
処
に
あ
る
の
か
聞
く
力　

 　

未
知
子

11　

青
い
空
小
麦
畑
に
砲
の
列　
　
　
　
　
　

立
東
爺

11　

政
界
の
三
途
の
川
も
金
次
第　
　
　
　
　
　
　

尉

12　

国
葬
の
金
で
助
か
る
命
あ
り　
　
　
　
　
　

 

高
坊

　　　
１２

　
２２２２２１１１２２１

　　　　
１
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昔
か
ら「
丑
の
刻
参(

詣)

り
」の
神
社
で
有
名（
編
集
子
）

�
�
�
�
�
�
�
日
�
�
刻
見
�
地
獄�
�

�
�
吉

●�

永
遠
�
語
�
継
�
�
�

�尉
�

●�

�
月
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
原
爆
�
映
像
�
流

�
�
�
�
�
�
�
�
�
私
達
�
平
和
�
�
思
�
�
新
�
�
�

�
�
�
逆
行
�
動
�
�
増
�
�
来
�
�
防
衛
費
�
増
大
�
�

�
�
�
例
�

�亀
公
子
�

子
�
�
�
�
刻
�
�
�
�
�
戦
争
絵�
�

  

立
東
爺

●�

�
�
�
�
�
始
�
�
戦
争
�
今
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
残
虐
�
様
子
�
見
�
�
�
�
子
供
�
�
�
心
配
�
�

私
�
昔
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
実
際
�
見
�
衝
撃
�
受

�
�
一
人
�
�
�

�亀
公
子
�

１２３１２
12　

耳
栓
を
し
て
暴
走
の
酷
葬
儀　
　
　
　
　

 

亀
公
子

12　　　　　　　　　　

核
の
シ
ミ
青
き
地
球
の
こ
こ
か
し
こ　
　
　
　
　

尉

12　

防
衛
費
盾
か
ら
矛
へ
限
り
な
く　
　
　
　
　

宏
助

13　

嘘
つ
き
が
世
界
の
ニ
�
�
ス
総
な
め
し　
　
　

撤
乗

13　

宗
教
に
政
治
が
も
た
れ
国
つ
く
り　
　
　
　

宏
助

◎
◎ 

推
薦
句
へ
の
短
評 

◎
◎

◆  

課
題 

�
刻
� �
…
…
…
…
…
…
…
…
…

戦
争
�
歴
史
�
刻
�
人
類
史�
�
�

尊
柳

�

 �

● 

歴
史
�
本
見
�
�
�
戦
争
�
�
�

�白
眞
弓
�

�
�
�
�
�
丑
�
刻
詣
�
鎮
�
�
��
�
�

宏
助

�
�

 

●

�丑
�
刻
詣
�
�
句
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
点
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
女
�
女
�
呪
�
�
�
�
�
猿
丸
�
宮
司

�
�
�
�
聴
�
�
�
�(

一
角)

(

※) 

猿
丸
と
は
猿
丸
神
社（
金
沢
市
笠
舞
３
）の
こ
と
で
、

13　

涙
目
に
十
字
が
並
ぶ
ウ
ク
ラ
イ
ナ　
　
　
　

立
東
爺

13　

日
本
史
を
な
ぞ
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ　

立
東
爺

13　

国
葬
No  �

�
�
�
人
�
�
溢
�
出
��
�
�

  �

 

白
眞
弓

14　

詐
欺
師
に
も
頭
を
下
げ
て
票
集
め　
　
　

 

撤
乗

２３４２



6

 …………………………………………………………………………………  No.720

�
人
�
�
�
�
思
�
�
句
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�編
集
子
�

　
　◆ 

自
由
句�

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…

�
�
�
�
�
如
�
市
政
�
追
及
��
�
�

高
坊

　
　

●

「
し
」
で
な
く
て
「
す
」
だ
と
強
く
な
っ
て
も
っ
と

　

い
い
と
思
っ
た
（
白
眞
弓
）

開
発
�
波
�
消
�
去
�
蟲
�
声�
�
�

亀
公
子

　
　

●

「
消
し
去
る
」
っ
て
今
度
使
っ
て
み
た
い
（
白
眞
弓
）

防
衛
費
盾
�
�
矛
�
限
�
�
��
�

 

宏
助

　
　

●　

盾
と
矛
で
十
二
分
に
表
せ
る
の
で
す
ね
（
白
眞
弓
）

　
●  

天
井
知
ら
ず
（
尉
）

�
�
弾
�
�
�
血
�
見
�
�
紙
礫�
�

亀
公
子

　
　

●　

い
つ
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
（
白
眞
弓
）

戦
争
�
不
治
�
病
�
文
殊
様�

 �
�

亀
公
子

●　

戦
争
は
世
界
の
各
地
に
起
き
て
い
る
事
を
、
不
治

の
病
に
例
え
て
い
る
。
知
恵
の
文
殊
菩
薩
様
「
国
連
」

が
機
能
を
発
揮
し
て
ほ
し
い(

宏
助)

良
民
�
死
�
追
�
込
�
�
何
�
国
葬�
�

 

北
�
山 

　
●　

国
葬
を
す
る
お
金
や
時
間
を
森
友
問
題
や
桜
を
見

安
倍
国
葬
負
�
歴
史
�
刻
�
�
��
�
�

白
眞
弓

●�
�

安
倍
国
葬
�
恥
辱
�
政
治
史
�
�
�
永
久
�
記
憶
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�尊
柳
�

時
々
刻
々
地
球
�
沈
�
温
暖
化�
�
�

尊
柳

●�
�

北
極
�
南
極
�
氷
�
溶
�
出
�
島
国
�
海
面
�
沈
�
�
�

�
�
地
球
�
危
機
�

�立
東
爺
�

遅
刻
�
�
迎
�
�
孫
�
怒
�
�
��
�
�

高
坊

●�
�

�
孫
�
�
�
�
光
景
�
目
�
浮
�
�
�
�
�
�
�
�
句
�

�
�(

北
�
山)

�
�
刻
��
�
�
�
岸
田
�
地
位
�
消
�
�
�
�   

白
眞
弓

● 

そ
の
時
期
は
間
近
い
（
尉
）

被
曝
地
�
刻
印
�
�
�
牛
�
豚�
�
�

亀
公
子

●�
�

果
�
�
知
�
�
�
�

�尉
�

※ 

�
�
句
�
元
�

�被
爆
地
�
�
�
�
�
白
眞
弓
�
�
�
�
�

質
問
�
�
�
�
�
�
�
�被
爆
地
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
？�

福
島
�
原
発
関
連
�
�
被
曝
�
�
�
�
広
島
長
崎
�

�
�
�
�
�
�
被
爆
�
�
�
�
�
�
�
他
�
被
爆
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
？�

誤
変
換
？
���

亀
公
子
�
�
�
尋
�
�
�
�
�
�被
爆
�
�
�
�
被
曝
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
絶
望
�
�
自
殺
�
�
牛
�
飼
�
�
�

あいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあ

２３３
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る
会
、
安
倍
元
首
相
と
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
の
解
明

に
費
や
し
て
ほ
し
か
っ
た
（
喜
之
）

●

「
良
民
」
の
表
現
、
他
に
な
い
で
す
か
ね
（
ダ
ン
吉
）

組
織
票
裏
�
�
�
�
�
思
�
�
��
�
�

高
坊

　
●　

旧
統
一
教
会
と
自
民
党
は
人
間
観
、
世
界
観
の
価
値

観
が
似
て
い
る
。
そ
れ
も
信
者
た
ち
が
選
挙
を
応
援
す

る
動
機
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
喜
之
）

神
�
�
�
安
倍
頼
�
�
�
�
�
�
教�
�
�

撤
乗

　
　

●　

神
を
も
畏
れ
ぬ
所
業
（
尉
）

耳
栓
�
�
�
暴
走
�
酷
葬
儀�
�
�

亀
公
子

　
●　

耳
を
閉
ざ
し
て
断
行
（
尉
）

青
春
歌
�
�
�
民
謡
歌
�
�
��
�
�

立
東
爺

　
●　

若
い
時
は
よ
く
ロ
シ
ア
民
謡
を
歌
っ
た
も
の
だ
っ

た
。
新
宿
の
「
歌
ご
え
喫
茶
」
の
あ
の
熱
い
日
々
は
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
亀
公
子
）

国
葬
No
�
�
�
人
�
�
溢
�
出
��
�
�

白
眞
弓

　
●　

銃
弾
に
倒
れ
た
前
安
倍
首
相
が
街
頭
演
説
で
ヤ
ジ

る
人
達
を
指
し
て
「
こ
ん
な
人
た
ち
に
負
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
と
言
っ
た
の
を
皮
肉
っ
た
句
。
国
葬
に

値
し
な
い
人
を
国
葬
に
す
る
現
政
権
へ
の
痛
烈
な
句
に

な
っ
て
い
る
（
亀
公
子
）

国
葬
�
手
本
�
見
�
�
�
�
�
�
��
�
�

宏
助

　
●　

王
室
や
皇
室
の
存
在
は
近
代
民
主
主
義
と
相
反
す

る
制
度
だ
が
、
最
低
限
国
葬
を
や
る
な
ら
そ
の
ル
ー
ル

が
必
要
。「
理
屈
じ
ゃ
ね
ぇ
ん
だ
よ
！
」
と
麻
生
某
か

ら
電
話
が
来
て
即
決
で
決
め
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
閣

議
決
定
だ
け
で
や
る
の
は
違
法
だ
（
立
東
爺
）

　
　

◆

�
総
評
�

声
出
し
て
拝
読
し
て
い
て
ど
う
も
リ
ズ
ム
の
悪
い
句
が
課

題
、
自
由
句
と
も
２
割
近
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
大
半
が

中
８
語
な
ど
の
破
調
句
で
し
た
。
ぜ
ひ
推
敲
を
重
ね
、
耳

に
も
や
さ
し
い
句
に
仕
上
げ
た
い
も
の
で
す
。（
ダ
ン
吉
）

あいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあ
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お

た

よ

り

◆ 
岩
佐
ダ
ン
吉
さ
ん(

大
阪)

よ
り

　

国
賠
同
盟
大
阪
府
本
部
の
９
／
25
�
26
の
バ
ス
ツ
ア
�

�
12
名
参
加
�
に
は
貴
会
か
ら
本
誌
や
各
種
の
鶴
彬
資
料
を

送
�
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
り
参
加
者
数
は
少
な
か
�
た
の
で
す
が
�
道
中
は
�
鶴

彬 

こ
こ
ろ
の
軌
跡
�
の
鑑
賞
�
私
の
虫
喰
い
川
柳
�
現
地

で
は
一
角
さ
ん
が
卯
辰
山
の
句
碑
の
説
明
�
�
楽
し
い
旅
で

し
た
�

◆ 

平
野
喜
之
さ
ん
よ
り

　

反
対
の
声
を
無
視
し
て
つ
い
に
国
葬
が
行
わ
れ
て
し
ま
�

た
�
国
民
の
声
に
耳
を
か
さ
な
い
と
い
う
点
で
�
安
倍
氏
の

態
度
と
現
首
相
の
態
度
は
そ
�
く
り
だ
�

そ
れ
か
ら
統
一
教
会
と
の
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
る
と
ゴ
マ
か

し
た
り
�
ウ
ソ
を
言
�
た
り
す
る
自
民
党
の
政
治
家
た
ち
の

態
度
は
�
旧
統
一
教
会
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
幹
部
た
ち
の
態

度
と
そ
�
く
り
だ
�
こ
う
い
う
人
た
ち
が
日
本
の
政
治
を
し

き
�
て
い
る
以
上
�
日
本
は
決
し
て
い
い
国
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
�

１　

大
阪
の
川
柳
誌
「
三
味
線
草
」。
編
集
発
行

人
は
森
鶏
牛
子
。
昭
和
十
二
年
九
月
号
か
ら

十
一
月
号
に
か
け
て
鶴
彬
の
川
柳
と
そ
れ
を

掲
載
す
る
「
川
柳
人
」
を
攻
撃
し
た
。

２　

九
月
号
「
こ
う
い
う
時
局
に
あ
っ
て
か
ら
、

こ
う
い
う
反
戦
の
詩
を
詠
む
こ
と
は
一
体
何

事
だ
。
時
局
に
処
す
る
日
本
人
と
し
て
の
愛

国
の
至
情
に
欠
く
る
も
の
な
き
や
を
憂
う
。」

３　

十
月
号
「
現
下
、
国
民
精
神
総
動
員
、
遵
法

週
間
等
の
叫
ば
れ
る
時
、
吾
等
の
柳
壇
を
暗

く
す
る
こ
れ
ら
の
徒
に
対
し
て
は
、
更
に
更

に
監
視
を
要
す
る
の
で
あ
る
。」

４　

十
一
月
号
「
依
然
と
し
て
反
省
せ
ざ
る
場
合

は
、
我
ら
は
別
の
手
段
に
よ
っ
て
善
処
し
た
い

と
思
う
」

３　

森
鶏
牛
子
の
密
告
に
よ
っ
て
十
二
月
三
日
早

朝
、
木
村
通
信
社
に
出
勤
し
た
鶴
彬
は
特
高
警

察
に
検
挙
さ
れ
た
。

メモ：鶴彬を特高警察に密告した「三味線草」森鶏
けいぎゅうし

牛子
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遠
田 

亀
公
子

洗
脳
の
水
に
産
湯
の
二
世
三
世

洗
脳
の
水
で
剥
が
れ
る
金
メ
�
キ

洗
脳
の
水
に
政
治
家
下
痢
三
昧

洗
脳
の
水
に
溺
れ
る
鬼
�
島

洗
脳
の
水
で
身
を
妬
く
蟻
地
獄

洗
脳
の
水
で
清
め
た
霊
柩
車

教
祖
様
達
だ
け
に
美
味
な
る
神
の
水

ご
利
益
は
お
金
次
第
の
カ
ル
ト
水

乾
く
喉
に
流
し
込
ま
れ
る
壺
の
水

救
済
の
大
道
に
な
い
甘
い
水

川
柳
連
作  

「
洗
脳
の
水
」 

 

�
正
論
�
10
月
号
を
買
�
て
読
ん
だ
�
全
日
本
川
柳
協
会
副
理

事
長
江
畑
哲
男
氏
の
�
朝
日
川
柳
は
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
�
と
い
う

４
ペ
�
ジ
に
渡
る
記
事
が
載
�
て
い
た
か
ら
で
あ
る
�

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
腹
の
虫
が
煮
え
く
り
返
�
た
�
前
号
の

�
和
�
で
周
立
東
爺
さ
ん
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
全
く
川
柳

人
の
風
上
に
も
お
け
な
い
人
物
と
お
見
受
け
し
た
次
第
だ
�
ま

亀
公
子
の
�
川
柳
ひ
と
言
� 

る
で
鶴
彬
を
貶
め
た

�三
味
線
草
�
の
森
鶏 �

�
�
�
�
�

牛
子
か
ら
で
も
薫
陶

を
受
け
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
物
言
い
で
�
７
月
15
日
付
16
日

付
の
朝
日
新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
西
本
空
人
選
の
川
柳
を
�
川

柳
を
装
�
た
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
で
文
芸
的
に
も
感
心
で
き
な
い
��
と

言
い
放
�
て
い
る
の
で
あ
る
�

　

あ
の
目
に
余
る
政
治
手
法
で
悪
名
高
い
安
倍
前
首
相
が
凶
弾
に

倒
れ
た
の
に
は
幾
つ
も
の
要
因
が
あ
�
た
�
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ

の
こ
と
を
棚
に
上
げ
て
安
倍
氏
の
突
然
の
悲
報
と
そ
れ
へ
の
弔
い

の
心
が
全
く
な
い
旨
を
江
畑
氏
は
声
高
に
非
難
��
入
選
７
句
す
べ

て
が
安
倍
批
判
だ
�
た
��
と
西
本
氏
の
選
を
や
り
玉
に
上
げ
��
共

産
党
の
機
関
紙
に
さ
え
安
倍
氏
受
難
を
揶
揄
し
た
句
は
見
つ
か
ら

な
か
�
た
��
と
い
う
有
様
で
あ
る
�
つ
ま
り
彼
は
安
倍
氏
の
�
非

業
の
死
を
嘆
き
哀
し
む
�
句
の
な
い
こ
と
に
怒
�
て
い
る
よ
う
な

の
だ
�

　

戦
前
文
芸
が
国
家
権
力
に
追
随
さ
せ
ら
れ
�
そ
れ
に
異
議
を
唱

え
る
も
の
の
み
な
ら
ず
同
調
す
る
も
の
ま
で
弾
圧
の
対
象
に
な
�

た
歴
史
を
彼
は
忘
れ
た
の
だ
ろ
う
か
�
彼
か
ら
す
れ
ば
鶴
彬
な
ど

は
口
に
出
す
の
も
は
ば
か
る
存
在
か
も
し
れ
な
い
が
�
川
柳
の
発

生
起
源
と
存
在
意
義
を
知
る
も
の
な
ら
ば
高
級
国
民
の
政
治
に
お

も
ね
る
彼
の
川
柳
目
線
こ
そ
批
判
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
�
ち
な

み
に
彼
の
自
薦
句
を
一
句
�
生
き
て
い
る
だ
け
で
税
金
奪
ら
れ
そ

う
��
次
に
鶴
彬
の
句
を
一
句
�
手
と
足
を
も
い
だ
丸
太
に
し
て
か

へ
し
��
歴
史
に
残
る
句
と
そ
う
で
な
い
句
の
違
い
が
お
わ
か
り
だ

ろ
う
�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

遠
田 

亀
公
子
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青
山
の
原
で
、
薄
す
す
き

を
引
い
て
ゐ
る
女
が
あ
っ
た
。
何
げ
な
く

見
て
過
ぎ
た
が
、
けき
ょ
うふ

は
仲
秋
名
月
の
宵
で
あ
っ
た
。
着
る
も

の
も
不
自
由
勝
ち
な
バ
ラ
ッ
ク
生
活
の
中
で
も
、
望も
ち
づ
き月

の
供く
も
つ物

を
忘
れ
な
い
人
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

今こ
よ
い宵
、
ト
タ
ン
屋
根
の
軒
近
く
生
き
の
び
た
喜
び
に
心
ば
か

り
の
手た

む向
け
を
し
て
、
明め
い
げ
つ月
を
眺
め
る
人
も
あ
らろ

う
。
大お
お
ぞ
ら空
の

草
の
上
に
我
々
の
祖
先
が
し
た
やよ

う
に
、
原
始
人
の
驚
き
と
喜

び
を
も
っ
て
、
月
を
見
け（

マ
マ
）る

ひ
と
も
あ
らろ

う
。

　

こ
の
騒
ぎ
に
、
二
日
や
三
日
を
戸
外
の
土
の
上う
へ

で
大
空
を
な

が
め
な
が
ら
、
夜
を
送
ら
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
で
あ
らろ

う
。

そ
こ
で
我
々
は
、
共
同
生
活
の
訓
練
も
得
た
し
、
創
お
り
じ
な
り
て
ー
意
あ
る

簡
易
生
活
の
暗
示
を
も
得
た
やよ

う
に
思
ふう

。
ま
た
、
自
然
の
中

に
、
大
地
の
母
の
懐
に
生
活
す
る
好
い
經け
い
け
ん験
も
得
た
。
あ
ま
り

創お
り
じ
な
る
意
の
な
い
、
悪わ
る

い
文ぶ
ん
か化
の
模
倣
生
活
の
愚
か
さ
を
醒さ

ま
し

て
く
れ
た
鮎て
ん

で
も
、
こ
の
災
難
は
意
味
が
あ
っ
た
。

連 載

都
新
聞　

大
正
十
二
年
九
月
二
十
五
日 

火
曜
日

戦
争
前
夜
�
竹
下
夢
二
�
�
�
�
�
年
会
報
�
月
号
�
11
月
号
参
照

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

 

竹
久 

夢
二

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

十
二
�
仲
秋
名
月
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鶴
彬
の
碑
前
祭
の
数
日
前
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
電
話
取
材
が
あ

り
ま
し
た
。「
鶴
彬
川
柳
大
賞
」
に
応
募
し
た
私
の
拙
句
「
今

�
�
�
�
�
�
日
本
�
見
�
景
色
�
が
目
に
留
ま
っ
た
ら
し
く
、

ど
う
い
う
心
境
で
読
ん
だ
の
か
詳
し
く
知
り
た
い
の
で
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
も
時
間
も
な
い
の

で
、
下
記
コ
メ
ン
ト
し
て
返
し
ま
し
た
。

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ご
連
絡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
昭
和
五
一
年
生

ま
れ
で
、
実
際
に
戦
争
時
代
を
体
験
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
鶴
彬
の
研
究
や
顕
彰
活
動
を
通
し
た
り
、
ま
た
本
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
戦
争
特
番
か
ら
学
ん
だ
り
、
ま
た
は
戦
争
時
代
に
生
き

て
い
た
当
事
者
の
と
会
話
を
通
し
て
、
今
の
ロ
シ
ア
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
が
、
日
中
戦
争
が
始
ま
り
鶴
彬
が
逮
捕
さ
れ
た

１
９
３
７
年
以
降
の
日
本
と
そ
っ
く
り
だ
と
思
い
、
こ
の
句
を

作
り
ま
し
た
。

　
（
ロ
シ
ア
で
は
）
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
武
力
行
使
を
正
当
化
し
、

嘘
の
情
報
を
垂
れ
流
し
、
マ
ス
コ
ミ
や
学
校
教
育
な
ど
を
使
っ

て
国
民
を
洗
脳
し
、
愛
国
心
を
煽
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
監
視
を

強
め
、
戦
争
に
反
対
す
る
人
物
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
疑
い
の
あ

る
人
物
を
弾
圧
し
、
逮
捕
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
政
府
が
こ
の
戦
争
を
特
別
軍
事
作
戦
、
当
時
の
日
本

政
府
が
支
那
事
変
と
い
う
よ
う
に
、[

戦
争] 

と
い
う
表
現
を

使
わ
ず
、
事
態
を
小
さ
く
見
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
と
も
共
通

し
て
い
ま
す
。
本
当
は
武
力
は
使
い
た
く
な
い
が
、
国
民
を
守

る
た
め
に
仕
方
が
な
い
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
リ
ー
ダ
ー
が
発

信
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
も
当
時
の
日

本
も
相
手
国
を
簡
単
に
降
伏
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
甘
い

見
通
し
で
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
多
く
の
国
民
が
戦
争
を
支
持
し
て

い
る(
支
持
し
た)

こ
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
日
本

人
の
多
く
は
、
連
戦
連
勝
の
報
道
に
熱
狂
し
、
南
京
陥
落
を
祝

い
ま
し
た
。
遠
く
の
地
で
、
多
く
の
中
国
人
が
虐
殺
さ
れ
て
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
取
材
に
答
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

寺
内 

撤
乗

今
�
�
�
�
�
�
日
本
�
見
�
景
色
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る
と
い
う
こ
と
に
想
像
を
め
ぐ
ら
し
、
心
を
痛
め
て
い
た
鶴
彬

の
よ
う
な
人
物
は
国
民
の
少
数
派
で
し
た
。
日
中
戦
争
が
始

ま
っ
た
当
初
は
、
家
族
あ
る
い
は
自
分
が
兵
隊
と
し
て
行
か
な

い
限
り
は
、
戦
争
は
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
人
間
が
戦
争
で
死
の
う
と
も
、
母
国

が
強
国
で
あ
る
こ
と
を
、
自
ら
の
誇
り
と
思
っ
て
い
る
人
も
大

多
数
い
た
こ
と
も
、
今
の
ロ
シ
ア
人
に
も
当
時
の
日
本
人
に
も

大
勢
い
る(

い
た)

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

良
識
、
良
心
の
あ
る
反
戦
を
訴
え
た
人
た
ち
が
、
国
家
権
力

に
よ
り
弾
圧
さ
れ
た
こ
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
鶴
彬
は
反
戦

川
柳
を
発
表
し
た
た
め
、
逮
捕
さ
れ
翌
年
獄
死
し
ま
し
た
。
ロ

シ
ア
に
も
、
生
放
送
中
に
反
戦
の
テ
ロ
ッ
プ
を
掲
げ
た
勇
気
の

あ
る
女
性
も
い
ま
し
た
し
、
侵
攻
当
初
は
反
戦
の
抗
議
活
動
も

活
発
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
ロ
シ
ア
政
府
が
監
視
、
弾
圧
を

強
め
た
た
め
、
ロ
シ
ア
国
内
で
は
そ
の
よ
う
な
反
戦
活
動
は
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
せ
ん
。
良
識
、
良
心
の
あ
る
人
た
ち
が
沈

黙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
主
義
に
拍
車
が
か
か
り
、
た
と
え

国
民
の
生
活
が
苦
し
く
な
り
、
自
国
の
戦
死
者
が
大
勢
出
よ
う

と
も
、
引
き
返
す
こ
と
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
り
、
地
獄
へ
の

道
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
も
第
二
次
世
界
大
戦
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
「
ナ
チ
ス
に
勝
利
し
た
」
と
い
う
記
憶
と

し
て
刷
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
は
そ
れ
を
利
用
し
、

戦
争
を
正
当
化
し
、
国
民
を
煽
っ
て
い
ま
す
。
も
し
多
く
の
ロ

シ
ア
人
が
、
か
つ
て
の
日
本
の
失
敗
を
他
山
の
石
と
し
て
学

ん
で
い
た
ら
、
プ
ー
チ
ン
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
選
ん
だ
り
、
支

持
し
た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
し
、
こ
の
よ
う
な
戦
争
に
な
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
も
他
人
事
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
戦
争
が
リ
ア
ル
化
し
、
政
府
の
改
憲
や
軍

拡
へ
の
動
き
が
活
発
化
し
、
国
民
の
中
に
そ
れ
を
支
持
、
容
認

す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
軍
拡
と
改
憲
は
、
近
隣
諸

国
と
の
緊
張
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
軍
拡
競

争
と
な
れ
ば
、
国
民
の
生
活
も
逼
迫
し
ま
す
。
こ
れ
は
戦
前
の

日
本
と
同
じ
状
況
で
す
。

　

私
は
そ
の
よ
う
な
日
本
の
現
状
と
未
来
を
危
惧
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
今
こ
そ
、
日
本
は
戦
争
の
反
省
を
深
め
る
と
き
で
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あ
り
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
誓
う
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
思
い
を
こ
め
て
、
川
柳
を
よ
み
ま
し
た
。

長
々
と
な
り
ま
し
た
が
、
失
礼
い
た
し
ま
す
。　

寺
内 

徹
乗

　

江
畑
哲
男
氏
自
身
が
「
朝
日
川
柳
は
川
柳
で
は
な
い
、
な

ど
と
川
柳
を
貶
め
る
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も

い
な
い
。
こ
れ
は
川
柳
界
の
危
機
で
あ
る
。

　

戦
後
の
大
御
所
の
一
人
故
尾
藤
三
柳
氏
（
第
十
六
世
尾
藤

三
柳
の
父
）
も
『
時
事
川
柳
完
全
版
（
新
葉
館
出
版
）』
の

中
で
次
の
様
に
述
べ
る
。（
以
下
、
原
著
か
ら
引
用
）

　
「
時
事
川
柳
が
や
が
て
は
既
成
川
柳
の
牙
城
を
揺
る
が
し
川

柳
界
の
中
心
に
座
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
様
々
な
点

で
両
者
を
比
較
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
と―

―

。

１　

既
成
川
柳
の
題
材
が
繰
り
返
し
に
陥
っ
て
、
意
匠
の
取

り
替
え
だ
け
に
活
路
を
見
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
時
事

的
題
材
は
日
々
生
ま
れ
出
て
、
常
に
新
し
い
。

�　

既
成
川
柳
が
技
術
的
に
歩
留
ま
り
と
な
り
、
千
篇
一
律

化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
時
事
川
柳
に
は
独
自
に
開
発

し
た
批
評
と
諷
刺
の
方
法
論
が
あ
る
。

�　

既
成
川
柳
は
目
標
を
持
た
な
い
が
、
時
事
川
柳
に
は
常

　

に
現
状
を
変
え
よ
う
と
す
る
使
命
感
が
あ
る
。

�　

既
成
川
柳
の
曖
昧
な
在
り
方
に
対
し
、
時
事
川
柳
作
家

　

に
は
最
小
限
度
の
作
家
意
識
が
あ
る
。

�　

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
既
成
作
家
が
「
伝
統
」
に
あ
ぐ

ら
を
か
い
て
い

る
の
に
対
し
、

時
事
作
家
は
常

に
挑
戦
的
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ

な
い
。

�　

前
者
は
慢
性

時
事
川
柳
�
未
来

尾
藤
三
柳
�
完
全
版 

時
事
川
柳
�
を
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
利 

尊
柳
�足
利
市
�

�
�
�
�
年 

新
葉
館
出
版

�

前
号
�
続
�
�
�
足
利
尊
柳
�
�
�
�
届
�
�

�朝

日
川
柳
�
�
�
�
�
全
日
本
川
柳
協
会
副
理
事
長
�

江
畑
哲
男
氏
批
判
�
続
報
�
�
�

�

�
正
論
10
月
号
�
�
世
界
�
月
号
�
�
解
説
部
分
�

重
複
�
避
�
�
後
半
部
分
�

�
時
事
川
柳
�
�
�
�

�
書
�
�
�
部
分
�
紹
介
�
�
�
��
�

�
編
集
子
�
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第
一
章�

近
代
川
柳
�
�
�
�
�

明
治
�
川
柳
復
興
／
投
句
欄
�
�
結
社
�
／
戦
後
�

��

�
�
�
時
事
川
柳
�

第
二
章�

時
事
川
柳
�
発
生
�
変
遷

�川
柳
�
�
�
�
�
／
時
事
狂
句
�
�
時
事
川
柳
�
／
時
事

川
柳
事
始
�
／
�
�
変
遷
�
特
性

第
三
章�

作
句
�
基
本

川
柳
�
構
成
／
推
敲
�
�
�
�
�
／
自
作
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
四
章�

時
事
川
柳
�
技
法

�時
事
�
�
�
�
�
�
�
�
�
／
作
者
�
態
度
�
明
確
�
／

表
現
技
法

第
五
章�

時
事
川
柳
�
一
問
一
答

第
六
章�

平
成
時
事
川
柳
傑
作
選

第
七
章�

川
柳
作
家
�
選
�

�時
事 

�
�
�
句
�

�
�
�
��

時
事
川
柳
�
可
能
性

的
（
衰
弱
・
退
嬰
）
で
あ
り
、
後
者
は
発　

展
的
（
進
取
・

積
極
）
で
あ
る
。

�　

既
成
川
柳
に
は
社
会
性
が
無
い
（
個
人
的
趣
味
）
が
、

時
事
川
柳
は
社
会
と
の
連
帯
（
マ
ス
コ
ミ
関
連
に
レ
ー

ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
を
求
め
る
。

�　

前
者
の
老
齢
化
（
参
加
理
由
に
ボ
ケ
防
止
が
多
い
）
は

　

著
し
い
が
、
後
者
に
は
若
年
層
の
参
入
（
や
り
甲
斐
）
が

　

あ
る
。

�　

前
者
に
は
句
会
運
営
者
が
い
て
も
指
導
者
が
い
な
い

が
、
後
者
に
は
本
質
的
自
由
を
永
遠
の
テ
ー
マ
と
し
た

理
論
化
へ
の
努
力
が
進
ん
で
い
る
。

10　

両
者
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
対
極
的
違
い
が
あ
る
。
今
後

の
社
会
に
耐
え
て
い
け
る
の
が
ど
ち
ら
か
は
、
お
の
ず

か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

　

以
上
が
、尊
柳
さ
ん
か
ら
届
い
た
尾
藤
三
柳
著
「
完
全
版
�

時
事
川
柳
�
�
紹
介
で
す
。
こ
の
著
書
は
川
柳
の
歴
史
、
作

句
指
南
な
ど
詳
細
に
解
説
し
、
諷
刺
の
意
味
、
時
事
川
柳
の

技
法
や
過
去
の
傑
作
紹
介
、
時
事
川
柳
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
社
会
詠
と
時
事
川
柳
を
区
別
し

解
説
し
て
い
ま
す
。（
編
集
子
）

著
者
�
尾
藤
三
柳
氏
�
川
柳
関
連
�
著
書
多
数

完
全
版 

時
事
川
柳 

�
�
�
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赤
池 

加
久

�
石
選
者
川
県
川
柳
協
会 

会
長
�　

岩
佐 

ダ
ン
吉

�
大
阪
�
�
�
�
�
川
柳
会 

会
長
�　

植
竹 

団
扇

�
東
京

�
川
柳
成
増
吟
社 

会
長
�

佐
藤 

岳
俊

�
岩

手

県

川

柳

連

盟

顧

問

�　

高
鶴 

礼
子

�埼
玉
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
主
宰
�

遠
田 
亀
公
子

�
�
�
�
市
川
柳
会
幹
事
�　

令
和
四
年
度　

第
27
回 

鶴
彬
川
柳
大
賞　

か
ほ
く
市
川
柳
協
会
・
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会

佳 

作 

賞　

民
意
ま
で
辺
野
古
の
海
に
埋
め
き
れ
ず　
　

中
川 

晴
海
（
山
形
県
山
形
市
）

佳 

作 

賞　

お
も
ち
�
箱
銃
と
戦
車
は
捨
て
ま
し
た　
　

中
農
恵
美
子
（
石
川
県
津
幡
町
）

佳 

作 

賞　

ミ
サ
イ
ル
が
花
火
に
見
え
る
椅
子
が
あ
る　
　

仁
部 

四
郎
（
佐
賀
県
唐
津
市
）

佳 

作 

賞　

白
票
を
透
か
せ
ば
見
え
る
意
思
表
示　
　

森
清 

泰
範
（
富
山
県
砺
波
市
） 

佳 

作 

賞　

正
論
を
置
き
去
り
に
し
て
多
数
決　
　

小
野
小
野
三
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

鶴
彬
大
賞　

ロ
シ
ア
語
に
し
て
九
条
を
送
り
た
い　

 

中
川 

晴
海

�
山
形
県
山
形
市
�

優 

秀 

賞　

引
き
金
の
指
を
あ
な
た
の
子
が
見
て
る　
　

田
村 

富
夫
（
宮
城
県
仙
台
市
）

優 

秀 

賞　

繋
ぐ
た
め
抱
く
た
め
に
あ
る
手
の
退
化　
　

中
西 

照
夫
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

優 

秀 

賞　

反

戦

を

さ

け

ぶ

魂

呼

び

戻

す
　
　

坂
本 

弘
子
（
福
岡
県
福
岡
市
）

選 者
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▼
鶴
彬
川
柳
大
賞
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た
。
大

賞
に
選
ば
れ
た
句
を
表
紙
に
紹
介
。
15
頁
に
入
選
句

掲
載
。
▼
「
朝
日
川
柳
」
の
炎
上
は
ネ
ッ
ト
で
は
醒

め
た
よ
う
で
す
が
、
肝
心
の
川
柳
界
の
反
応
が
イ
マ

イ
チ
で
す
。
▼
亀
公
子
さ
ん
が
「
川
柳
ひ
と
言
」
で

厳
し
く
批
判
を
し
て
い
ま
す
。
鶴
彬
を
特
高
警
察
に

密
告
し
た
「
三
味
線
草
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。.

▼

尾
藤
三
柳
著
「
完
全
版 

時
事
川
柳
」 

を
入
手
。
社

「
鶴
彬
を
顕
彰
す
る
会
」
の
通
信
「
は
ば
た
き
」
の
購
読

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
年
購
読
／
２
０
０
０
円
で
す
。

◆
例
会�

10
月
27
日(

木) 

◆
投
稿
〆
切 

� 

24
日(
月)

◆
課
題�

� 

残 

��

�
句
以
内�

 

◆
自
由
吟
��
句
以
内

◆
自
選
吟
�
連
作
�
�
�
�
�
�
川
柳
論
�
�
�
�
�
�
�
�

◆ 

�
�
�
�
�
株
警
戒
�
例
会
�
誌
上
�
�
�
�
�
�

  和  川 柳 社　

   電話 FAX：076-254-0762　 PC-mail：kananabe@popolo.org
   携帯：090-9445-1302  携帯 mail： kan-wata@i.softbank.jp
    振込先 ： 北國銀行中央市場支店  #191 普通 640 「和川柳社」

● 

投
稿F

A
X

 (0
7

6
) 2

5
4

-0
7

6
2

● 

�
�
�
�
�
�
�
�
下
段
�
�

郵
送
は

下
段
住
所
へ
�

〒920-0335金沢市金石東２丁目15-30 （3-2）（渡辺 寛）

「和川柳社」会報
会員募集しています！

 同 　 人：4000 円 /年
 投句/購読： 2000 円 /年

会
詠
と
時
事
川
柳
の
混
同
を
再
確
認
。
以
前
投
稿

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鶴
彬
の
川
柳
は
戦

争
や
社
会
を
描
い
て
い
ま
す
が
時
事
川
柳
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
鶴
彬
の
川
柳
や
時
事
川
柳
を

理
解
す
る
視
点
で
す
。
▼
私
事
で
す
が
９
月
末
、

北
海
道
白
老
を
訪
ね
ま
し
た
。
明
治
時
代
高
松
出

身
の
曾
祖
父
が
発
見
・
開
発
し
た
と
い
う
沖
野
温

泉
に
入
る
の
が
第
一
の
目
的
で
し
た
が
、
警
察
か

ら
危
険
だ
と
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
白
老
町
役
場
や

陣
屋
資
料
館
に
寄
り
、
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
詳

細
は
後
日
、
別
冊
で
報
告
し
た
い
。（
周 

）

年
購
読
／
２
０
０
０
円
で
す
。

10
月
例
会
�
案
内�

�毎
月
第
�
木
曜
日
��

 振 込 は 下 記 へ 。

 
編
集
後
記
を
兼
ね
て


